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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
1.特別支援学校教員養成課程における障害児理解を深 2017年4月〜現在 科目「知的障害教育」における学生の主体的・対話的

める教育方法 　 で深い学びについて、模擬授業、評価シート、録画動

　 　 画による振り返りを実践している。

2.特別支援教育のシステムと発達障害児の理解と支援 2013年5月2012年1月 但馬地域300人を対象に演習を交え三時間研修の実施

　 　

3.阪神間肢体不自由特別支援学校１０校合同専門研修 2010年4月〜現在 年間５〜６回勤務後に、阪神間の肢体不自由特別支援学

　 校、知的障害特別支援学校教員が参加し、特に肢体不

　 　 自由に係る専門研修会、事例研究会を実施。

2 作成した教科書、教材
1.みんなの教室みんなの授業－教育のユニバーサル－ 2015年3月31日 伊丹市特別支援連携協議会の座長となり教師向けの手

　 引き書を二年続けて発刊し研修会等で使用

　 　

2.特別支援教育ハンドブックＱ＆Ａ 2014年3月31日 　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
1.兵庫県教育委員会特別支援教育課主催「統合後の新 2022年5月27日2023年3月31 県立豊岡聴覚特別支援学校と県立出石特別支援学校

しい学校像検討会議」委員長 日 を、兵庫県特別支援教育第三次推進計画にもとづく縦

　 　 横連携を推進し、幼児児童生徒の自立と社会参加をめ

　 　 ざした、より質の高い教育を実現できるよう発展的に

　 　 統合することとなり、兵庫県教育委員会では、統合後

　 　 の新しい学校像について検討するために、統合後の新

　 　 しい学校像検討会議を設置し、その委員長としての役

　 　 割を担い、結果を兵庫県知事に手交する。

2.兵庫県教育委員会特別支援教育課主催「難聴児への 2021年5月8日2022年3月31日 国において「難聴児の早期支援に向けた保健・医療・

支援のあり方等検討会議」座長 　 福祉・教育の連携プロジェクト報告」を取りまとめる

　 　 中、兵庫県においても難聴特別支援学校や関係機関が

　 　 連携した早期支援や就学前から卒業後までの一貫した

　 　 支援体制の構築が求められており、「本県における難

　 　 聴児への支援のあり方等検討会議」を開催する。

3.兵庫県教育委員会特別支援教育課主催「学校と福祉 2019年7月12日 平成30年の文科省と厚労省による家庭、教育、福祉の

機関の連携に係る検討会議」委員長 　 連携「トライアングルプロジェクト」の報告、通知を

　 　 踏まえ、兵庫県では、家庭、教育、福祉における一貫

　 　 した支援を組織的、計画的に進めるための連携マニュ

　 　 アルを作成する検討会議を開催する。

4.伊丹市特別支援教育審議会委員長 2016年4月28日〜現在 伊丹市の特別支援教育の在り方について教育、福祉、

　 　 労働、医療等の関係機関が一堂に会し審議を進める。

　 　 審議会を母体とし、ワーキンググループを組織し、特

　 　 別支援教育に係るリーフレットやハンドブックなどを

　 　 刊行する。

5.近畿特別支援学校（養護学校）研究指定校への指導 2016年4月1日〜現在 近畿圏内府県市立特別支援学校の内、教育委員会指定

助言 　 研究校からの招聘により当該校への指導助言を行う。

　 　 ２０１８現在、兵庫県立特別支援学校３校、市立特別

　 　 支援学校４校において実施。

6.明石市特別支援教育スーパーバイザー 2016年4月1日〜現在 明石市教育委員会主催、幼稚園・小学校・中学校長会

　 　 主催の特別支援教育に係る研修会等における講師、明

　 　 石市市内の特別支援教育に係る幼児児童生徒の相談等

　 　 について指導助言を行う。

7.管理職、教員、保護者への各種研修会、講演へ招聘 年間３０回程度〜現在 発達、認知、言語コミュニケーション、自立活動、発

　 達障害等に加え、この数年間はインクルーシブ教育シ

　 　 ステムの依頼が多い
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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　 　 （令和２年度〜現在までの主な研修会招聘）

　 　 ・近畿地区特別支援学校肢体不自由研究協議会講師

　 　 ・兵庫県特別支援学校肢体不自由研究協議会講師

　 　 ・伊丹市立伊丹特別支援学校校内研修会講師

　 　 ・伊丹市特別支援教育審議会

　 　 ・阪神間肢体不自由特別支援学校合同専門研修会講師

　 　

　 　 ・宝塚市立養護学校校内研修会講師

　 　 ・兵庫県立神戸特別支援学校校内研修講師

　 　 ・兵庫県立阪神特別支援学校校内研修講師

　 　 ・兵庫県立姫路特別支援学校校内研修講師

　 　 ・尼崎市立あまよう特別支援学校校内研修講師

　 　 ・川西市立川西養護学校校内研修講師

　 　 ・神戸市立友生養護学校研修会講師

　 　 ・明石市立明石養護学校校内研修会講師

　 　 ・加古川市立加古川養護学校校内研修会講師

　 　 ・兵庫県幼稚園合同研修会講師

　 　 ・西宮市立西宮養護学校校内研修講師

　 　 ・兵庫県肢体不自由養護学校合同自立活動研修会講師

　 　

　 　 ・兵庫県特別支援学校長会全体研修会講師

　 　 ・兵庫県特別支援学校知的障害教育研究協議会講師

8.近畿、県内幼小中学校園への教育相談、研修へ招聘 年間２０回程度〜現在 学校園での子どもの状況を見て、教員、保護者、管理

　 職等への具体的なアドバイスを行う

4 その他
1.本県の障害児教育の現状と今後の在り方（兵庫県） 2006年3月 兵庫県が目指す特別支援教育の基本理念、盲聾養護学

　 　 校の現状と在り方、小中学校の障害児教育の在り方、

　 　 乳幼児期から卒業後までの一貫した支援、教員の専門

　 　 性などについて責任担当者として執筆し、「特別支援

　 　 教育の在り方に関する調査研究協力者会議」（兵庫県

　 　 教育委員会）より提言をした。

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
1.中学校教諭１種（社会）、高等学校教諭１種（社 1979年3月31日〜1980年3月 　

会）、小学校教諭２種、養護学校教諭1種 31日 　

2 特許等
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
1.兵庫県教育委員会障害児教育室｢本県の障害児教育の 2006年3月 兵庫県教育委員会障害児教育室勤務の際｢特別支援教育

現状と今後の在り方（提言） 　 の在り方に関する調査研究協力者会議」を主担当とし

　 　 て開催し、４０頁の報告書を執筆し現在も県の指針と

　 　 なっている。

　 　

　 　

2.ひょうご学習障害相談室の開設 2004年6月1日 兵庫県教育委員会障害児教育室主任指導主事兼指導係

　 　 長として同事業を実施し、全国に先駆けて発達障害に

　 　 かかわる相談室を開設し、兵庫県内から専門スタッフ

　 　 を招聘した。

3.盲・聾・養護学校医療的サポート推進事業システム 2002年4月1日 兵庫県教育委員会障害児教育室指導主事として同事業

構築と実施 　 を推進し、今では特別支援学校の一般化したシステム

　 　 となっている医療的ケアの原型となるシステムを構築

　 　 した。

4 その他
1.伊丹市自治功労賞授与 2020年11月10日 伊丹市の教育・学習・子育て支援功労として伊丹市長

　 　 より表彰を受ける。

2.教育改善・改革プラン（平成27年度採択提案）障が 2017年12月19日 「武庫川女子大学及び武庫川女子大学短期大学部障が

いのある学生への合理的配慮アクション 　 いのある学生支援」の基本的考え方、基本方針を立案

　 　 し、2017年には学生サポート室の開設につながった。
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職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

4 その他
3.県教育委員会、市町教育委員会、ロータリークラブ 2016年4月〜現在 発達、認知、言語コミュニケーション、自立活動、発

等での研修会講師 　 達障害等に加え、この数年間はインクルーシブ教育シ

　 　 ステムの依頼が多い（個々の学校は除く）

　 　 （平成３１〜令和２年度の主な研修会招聘）

　 　 ・近畿地区特別支援学校肢体不自由研究協議会講師

　 　 ・兵庫県特別支援学校肢体不自由研究協議会講師

　 　 ・阪神間肢体不自由特別支援学校合同専門研修会講師

　 　

　 　 ・兵庫県幼稚園合同研修会講師

　 　 ・阪神五校肢体不自由特別支援学校合同ＰＴＡ研修会

　 　 講師

　 　 ・兵庫県肢体不自由養護学校合同自立活動研修会講師

　 　

　 　 ・兵庫県特別支援学校長会全体研修会講師

　 　 ・兵庫県肢体不自由養護学校合同コーディネーター研

　 　 修会講師

　 　 ・兵庫県特別支援学校知的障害教育研究協議会講師

　 　 ・川西ロータリークラブ研修会

4.兵庫県教育功労賞授与 2015年12月15日 兵庫県教育の振興に貢献し、その行為が広く県民の模

　 　 範となる功績があった者として兵庫県知事より表彰を

　 　 受ける。

5.全国特別支援学校肢体不自由教育校長会感謝状授与 2012年6月26日 校長職で全国特別支援学校肢体不自由校長会理事､近畿

　 特別支援学校肢体不自由校長会会長、兵庫県特別支援

　 　 学校肢体不自由校長会会長等の歴任により受賞

　 　

　 　

　 　

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
1.障害の重い子どもへ 共 2016年3月 社会福祉法人 全国 Ⅱ【指導の手順】Ｐ１６〜Ｐ３２、Ⅲ【発達の概観】Ｐ５３〜Ｐ６

のかかわりハンド 　 18日 心身障害児福祉財 ４、Ｐ７０〜Ｐ７９、Ｐ９１〜Ｐ９６、Ⅳ【指導のポイント】Ｐ１０

ブック〜マルチアレン 　 　 団 ２〜Ｐ１０６、Ｐ１１２〜Ｐ１２０　橋本正巳、橋詰和也、石倉健二

ジングサポートの観 　 　 　 ほか著　

点から〜 　 　 　 障害の重い子どもへの具体的な指導の手引きとなり、本著では、発

　 　 　 　 達、認知、言語、コミュニケーションなどについて詳細に執筆し

　 　 　 　 た。ハンドブック全体としては、障害の重い子にかかわる現場の教

　 　 　 　 師がエビデンスを求め得られる著書となっている。

2.特別支援教育ハンド 共 2014年3月 伊丹市教育委員会 Ⅳ【総論】５Ｐ８６〜Ｐ９７　柘植雅義、梶田叡一、橋詰和也ほか著

ブックＱ＆Ａ 　 　 　

　 　 　 　 特別支援教育指導の実践編として、通常学級、特別支援学級、特別

　 　 　 　 支援学校、特別支援教育コーディネーター、校内体制、連続した学

　 　 　 　 びの場の各編をＱ＆Ａで、

　 　 　 　 さらに理論編、資料編を加え現場活用書とした。

3.小・中 特別支援教育 共 2009年 教育開発研究所 柘植雅義、橋詰和也ほか著 特別支援学校のセンター的機能により援

コーディ　ネーター 　 　 　 助を受ける

のための実践・新学 　 　 　 ３章小学校・中学校新学習指導要領（総則）における特別支援教育

習指導要領 　 　 　 Ｐ７７〜Ｐ７８ 特別支援学校の地域支援を受けることによる小中学

　 　 　 　 校のメリット、援助を受ける方法等を紹介。

4.医療的ケアへの対応 共 2005年3月 全国心身障害児福 第３章 自冶体としての実施体制の整備　Ⅳ兵庫県の体制整備と寄宿

実践ハンドブック 　 22日 祉財団 舎を設置する養護学校の実践　Ｐ１０５〜Ｐ１１５　古川勝也、飯野

　 　 　 　 順子、橋詰和也、ほか著　

　 　 　 　 本著は、養護学校における医療的ケアへの対応について、学校、行

　 　 　 　 政、医療、リハビリテーションのそれぞれの立場から、考え方や先

　 　 　 　 進的取り組みについてまとめており、「兵庫県における医療的ケア

　 　 　 　 の考え方と行政としての取り組みの経緯、さらに看護師による寄宿

　 　 　 　 舎での医療的ケアの在り方」について執筆。

5.療育の窓 共 2003年 全国心身障害児福 古川勝也、中村雅彦、橋詰和也ほか著 兵庫県における医療的ケア８
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 祉財団 年の歩み

　 　 　 特集養護学校における医療的ケアへの対応Ｐ３０〜３２ 養護学校に

　 　 　 　 おける兵庫県の医療的ケアの考え方と実施内容、今後の課題を紹介

6.障害児教育ハンド 共 1994年3月 伊丹市立教育研究 初めて障害児教育を担当する教員向けに、子どもの実態を踏まえた

ブック 　 30日 所 うえでの感覚運動学習編、ことばの学習編、かずの学習編、生活単

　 　 　 　 元学習編からなる指導書を執筆した。

　 　 　 　 （感覚運動学習pp:6〜26）（ことばの学習pp:9〜19）（かずの学習pp

　 　 　 　 :5〜20）（生活単元学習pp:1〜5）

2 学位論文
　

3 学術論文
1.教員養成課程におけ 共 2020年3月 武庫川女子大学 学 P89〜P97 医療的ケアを要する児童が増加し、法改正等の法整備がな

る医療的ケアの教育 　 　 校教育センター紀 されて以降、医療的ケア児の教育の保障意識が大きく変化してい

課程と指導法ー教育 　 　 要 第５号 る。しかし、進歩し続ける医療と保育や教育の現場での対応には依

体制の歴史的背景と 　 　 　 然格差が残つており、教員養成課程での医療的ケア等に関する指導

課題をふまえてー 　 　 　 は整理されていない。肢体不自由や病弱に関する特別支援教育課目

（査読付） 　 　 　 を含めた教員養成課程での指導法についての課題を検討するため、

　 　 　 　 学校における医療的ケアの歴史的背景と本学での医療的ケアに関す

　 　 　 　 る講義構成等を報告する。

2.特別支援学校教員養 単 2019年3月 武庫川女子大学 学 P103〜P113 特別支援学校教員養成課程における大学での授業改善、

成課程における障害 　 　 校教育センター年 学生にとっての効果的な教育方法の在り方についての実践研究を、

児理解を深める教育 　 　 報 第４号 大学での特別支援教育関連関係科目を踏まえ、特に「知的障害教

方法（査読付） 　 　 　 育」に視点をあてて実践を紹介した。

3.特別支援学校教育実 共 2018年2月 武庫川女子大学 学 ５ 実践力養成のための教育実習の在り方についての提言 Ｐ２９〜Ｐ

習指導の提言と展望 　 23日 校教育センター年 ３１　　私立大学での特別支援学校教育実習について，過去5年間の

（査読付） 　 　 報　第３号 実習学生数及び実習校の分布，実習学部等について集計し，過去2年

　 　 　 　 間の実習報告書による学生の自己評価の記載内容を解析した。自由

　 　 　 　 記述による自己評価についてのコレスポンデンス分析の結果を加え

　 　 　 　 て，実習指導の講義カリキュラム構成と内容など実践力養成のため

　 　 　 　 の教育実習の在り方について提言を行った。中村明美、高井弥生、

　 　 　 　 橋詰和也、宇野里砂 共著

4.チーム力で高める授 共 2012年3月 特別支援教育NO.４ 各論Ｐ２０〜Ｐ２３　肢体不自由特別支援学校での小学部の実践を紹

業づくり 　 　 ５　文部科学省初 介し、授業改善による子ども変化を執筆　細川佳代子、秋田喜代

　 　 　 等中等教育局特別 美、橋詰和也ほか著

　 　 　 支援教育課 　

5.一人ひとりのニーズ 共 2011年3月 小児看護 Vol.34 カラーグラフＰ１３４〜Ｐ１３９ 看護著書で初めてとなる特別支援

に応じたきめ細やか 　 　 No.2 へるす出版 学校の紹介。一人ひとりにきめ細やかに、チーム力を高め動く伊丹

な教育の充実 　 　 　 特別支援学校の実際を紹介。 勝田仁美、橋詰和也、下山直人ほか著

　 　 　 　

6.特別支援教育を推進 共 2009年7月 神戸親和女子大学 ３肢体不自由特別支援学校での実践(1)〜(3)Ｐ３３〜Ｐ４０ 肢体不
自

する 学校経営に関す 　 　 教育研究センター 由特別支援学校での事例と課題をあげ､実践事例に関する検証を記し

る一考察（査読付） 　 　 紀要 た。 大林恵子、橋詰和也著

　 　 　 　

7.コミュニケーション 共 1989年3月〜 伊丹市立伊丹養護 障害児のコミュニケーション意欲を高めるため、Intentionと

意欲を高める指導 　 1990年3月 学校研究紀要 Impactに視点を当て、生徒の障害の状態と発達段階を踏まえて、よ

　 　 　 　 り良い教師の関わりかたと生徒の意図的伝達意欲の向上について検

　 　 　 　 証した。

　 　 　 　 平成元年（pp:53〜86）平成2年（pp:43〜74）

8.重度重複障害児にお 単 1987年3月 大阪教育大学特殊 重度重複障害児の言語指導のあり方を探るため、コミュニケーショ

ける言語指導の一考 　 　 教育特別専攻科特 ン促進のアプローチ、感覚運動指導及び口腔機能の改善アプローチ

察（査読付） 　 　 殊教育内地留学研 の両面から、聴覚障害、知的障害、肢体不自由の重複障害児の事例

　 　 　 究論文 を通して指導の効果を考察した。聴覚障害を主障害とし他の障害を

　 　 　 　 併せ有する児童にとっての感覚運動体験は、コミュニケーション活

　 　 　 　 動に刺激を与え、意図的伝達意欲を高めていくことを検証した。

その他
１．学会ゲストスピーカー

　

２．学会発表
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

３．総説
　

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績
　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
1.本県の障害児教育の 単 2006年3月 兵庫県教育委員会 兵庫県が目指す特別支援教育の基本理念、盲聾養護学校の現状と在

現状と今後の在り方 　 　 障害児教育の在り り方、小中学校の障害児教育の在り方、乳幼児期から卒業後までの

　 　 方検討委員会 一貫した支援、教員の専門性などについて責任担当者として執筆と

　 　 　 　 提言をした。

　 　 　 　

６．研究費の取得状況
　

学会及び社会における活動等

年月日 事項

1.2016年4月〜現在 一般社団法人日本ＬＤ学会

2.2010年4月1日〜現在 阪神間の特別支援学校教員有志による特別支援教育自主研修会（手と手の会） 阪神間肢

　 体不自由特別支援学校１０校合同専門研修
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